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研究成果の概要（和文）：太陽の内部構造はこれまでの理論・観測からよく推定されているが、その結果生成さ
れる熱対流、さらには差動回転が観測を説明できないことが「熱対流の難問」として知られていた。本研究で
は、大規模シミュレーションにより、太陽の「熱対流の難問」に挑戦し、差動回転の部分について解決すること
ができた。富岳を用いた計算を実施することにより、太陽内部ではこれまで考えられていたよりも磁場が強いこ
と、その磁場が角運動量輸送に大きな役割を果たしていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Although the solar internal structure has been well inferred from previous 
theory and observations, the resulting thermal convection and differential rotation are inconsistent
 with observations. This discrepancy was known as the 'convection conundrum.' In this study, 
large-scale simulations were used to challenge the 'convection conundrum,' and we succeeded in 
solving the differential rotation aspect. By carrying out calculations using Fugaku, it was revealed
 that the magnetic field is stronger in the solar interior than previously thought and that this 
field plays a major role in angular momentum transport.

研究分野：太陽物理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
太陽は活動的な恒星であり、その活動は磁場により維持されている。太陽の磁場活動を理解するためには、太陽
内部の乱流構造を理解する必要があるが、これまでは観測と理論に大きな乖離があり、我々の理解を阻んでい
た。今回の研究では、太陽内部を50億点以上で分解するような超大規模シミュレーションに挑戦し、その結果観
測と理論の乖離を解決することができた。この成果により、今後、太陽活動の根元に迫るような研究が可能にな
るだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
太陽はその中心で核融合によりエネルギーを生成し続けており、半径の 70%までは、光の輻射
により、それより外側では熱対流によってエネルギーを輸送している。太陽の大きなサイズ、小
さな粘性により、この熱対流は非常に高度な乱流になっている。その結果、この乱流はエネルギ
ー輸送の他に、角運動量輸送や、磁場生成など多くの役割を持っている。 
これまでに多くの太陽内部乱流シミュレーションが実施され、その結果が観測と比較されてき
たが、乱流の結実である差動回転がシミュレーションと観測で大きく乖離してしまうことが知
られていた。これまでの理論では、自転の影響を受けた乱流的な熱対流が非等方性を持ち、角運
動量をある方向に運び、差動回転を形成すると考えられていた。しかし、太陽のように成層など
がよく確かめられた系でシミュレーションと観測が整合しないことは大きな問題であり、「熱対
流の難問」と呼ばれ、我々の太陽活動理解の大きな障壁となっていた。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、富岳を用いた超大規模シミュレーションを実施することにより、この「熱対流の
難問」を解決することを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず富岳上で超大規模シミュレーションを実施するための数値シミュレーショ
ンコードのチューニングを実施した。富岳アーキテクチャを意識したチューニングを実施する
ことにより、これまでにない大規模シミュレーションを実施することが可能になった。 
 数値シミュレーションは、太陽標準モデルの大気成層を背景に用いて、球座標で磁気流体シミ
ュレーションを実施した。 
 
 
 
４．研究成果 
 これまでにない 54 億点で太陽対流層を分解するシミュレーションを実施したところ、観測を
再現するシミュレーションを実現することができた。その成果は、Hotta & Kusano, 2021, Nature 
Astronomy として学術誌に発表するとともに、文部科学省で記者会見を実施した。 
さらに翌年には、そのシミュレーション結果を丁寧に解析し、物理機構を解明した論文を Hotta, 
Kusano & Shimada, 2022, ApJ として出版した。結果の概要を以下に説明する。 
まず、シミュレーションの解像度を大きく上げたことにより、磁場の散逸が抑えられ、小さな
スケールの磁場を実現するようになった。その結果、運動エネルギーを超えるような磁気エネル
ギーを持つ磁場が対流層全体に存在するようになった。ダイナモの過程は、運動が磁場を作る過
程であるので磁気エネルギーが運動エネルギーを超えることは直感に反するが、以下のように
説明できることがわかった。熱対流のうち、下降流部分に乱流的な磁場が集められて、そこで圧
縮的な効果が効くことにより内部エネルギーを間接的に利用して磁場を増幅することができる。
太陽深部では、運動エネルギーよりも内部エネルギーが 6桁も大きいので、内部エネルギーのほ
んのわずかの部分でも使うことができれば運動エネルギーを超えるような磁場を実現すること
ができるのだ。 
これまでは、太陽内部では乱流による角運動量輸送が支配的と考えられていたが、今回のシミ
ュレーションでは、磁場が支配的な太陽対流層が実現したので、磁場による角運動量輸送が重要
になった。今回のシミュレーションでは、小スケールの乱流を実現したことにより、実効的には
回転のあまり効いていない系となっていた(専門用語では大きなロスビー数の系と呼ばれる)。
その結果、乱流は動径方向内向きに角運動量を運ぶようになり、それは観測される差動回転を実
現するには、不利となる。一方、流体の運動方程式を考えるとわかるように乱流による角運動量
輸送と磁場によるものは、正負逆符号を持っている。また、磁場の誘導方程式を考えると磁場と
速度場は平行になりやすいので、結果として、磁場は動径方向外向きに角運動量を運ぶようにな
ったのである。この結果により、観測を再現するような差動回転を実現することができるように
なった。磁場が支配的に角運動量を運ぶというのは全く新しいアイディアであり、太陽内部ダイ
ナミクスのパラダイムシフトと言える。 
本シミュレーションではいくつか副次的に重要な結果も得られた。まず、小スケールの乱流に
よるエネルギー輸送が活発化したことにより、大スケールのエネルギー輸送が大きく抑えられ
た。これは、「熱対流の難問」の一部である、熱対流そのものの速度と関わる成果である。熱対
流の速度はまだ、観測的には確定していないが、今回我々が達成した熱対流速度は、一つの観測



の推定とよく整合するものである。 
また、本シミュレーションで再現された物理状況が達成されれば、対流層の底では極に向かう
子午面流が達成されるべきであることもわかった。この流れも観測的にはまだ収束した結果が
得られていないが、我々の結果は一つの観測結果とは整合するものである。 
今後、これらの観測を確定させるとともにシミュレーションとよく比較することが重要となる
であろう。 
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